


諏訪湖畔に建つ温泉施設の片倉館は、大正から昭和初期にシルクエン
ペラーと称された片倉財閥により、地域住民に厚生と社交の場を提供
するために1928年に竣工されました。当時の片倉財閥２代目当主・
兼太郎が、1922年から1923年にかけて北中南米と欧州へ視察旅行


